
建
設
現
場
の
生
産
性
革
命

　

平
成
28
年
９
月
、
総
理
大
臣
官
邸
で

第
１
回
未
来
投
資
会
議
が
開
か
れ
、「
建

設
業
の
未
来
投
資
と
課
題
」
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
、
第
一
弾
と
し
て
、
第

４
次
産
業
革
命
に
よ
る
『
建
設
現
場
の

生
産
性
革
命
』
に
向
け
た
具
体
的
な
方

針
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

•

建
設
現
場
の
生
産
性
を
、
２
０
２
５

年
ま
で
に
20
％
向
上
さ
せ
る
よ
う
目
指

す
、

•

そ
の
た
め
、
３
年
以
内
に
、
橋
や
ト

ン
ネ
ル
、
ダ
ム
な
ど
の
公
共
工
事
の
現

場
で
、測
量
に
ド
ロ
ー
ン
等
を
投
入
し
、

施
工
、
検
査
に
至
る
建
設
プ
ロ
セ
ス
全

体
を
３
次
元
デ
ー
タ
で
つ
な
ぐ
新
た
な

建
設
手
法
を
導
入
す
る
、

•

人
手
に
よ
る
現
場
作
業
が
置
き
換
わ

り
、
こ
れ
ま
で
習
得
す
る
の
に
何
年
も

か
か
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
数
か
月
で
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、

•
３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
、

多
様
な
人
材
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
人

手
不
足
も
解
消
、

•

全
国
津
々
浦
々
で
中
小
の
建
設
現
場

も
劇
的
に
変
え
よ
う
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
改
革
が
必
要
な
建
設
業
が

直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
概
観
し
て
み

る
こ
と
と
し
ま
す
。

建
設
業
が
直
面
す
る
課
題

①
担
い
手
の
問
題

　

建
設
業
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
そ
の

維
持
管
理
等
の
担
い
手
と
し
て
社
会
経

済
を
支
え
る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
雇
用
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
多
く

の
人
を
必
要
と
す
る
産
業
で
も
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

総
務
省
労
働
力
調
査
に
よ
れ
ば
、
建

設
業
就
業
者
数
は
平
成
９
年
ピ
ー
ク
時

の
平
均
６
８
５
万
人
か
ら
平
成
28
年
の

平
均
４
９
５
万
人
と
、
約
28
％
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

i
ア イ ･ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン

-Constructionによる建設現場の生産性革命
衛星測位技術×ドローン×ICT建機＝屋外建設現場の最先端工場化

　平成28年９月、総理大臣官邸で
第１回未来投資会議が開かれ、「建
設業の未来投資と課題」について
議論が行われ、第４次産業革命に
よる『建設現場の生産性革命』に
向け、具体的な方針が決定されまし
た。本稿では、その柱となる
『i-Construction（アイ・コンストラ
クション）』についてご紹介します。

「建設現場の生産性革命」のキーとなるドローン、ICT建機、３次元データの活用

出所：総務省 労働力調査を基に当社作成
（注）平成２３年の数値は、東日本大震災の影響により推計値



　

さ
ら
に
、
建
設
業
就
業
者
の
年
齢
構

成
は
、
55
歳
以
上
が
３
割
超
、
29
歳
以

下
が
約
１
割
と
な
っ
て
お
り
、
建
設
業

の
担
い
手
の
高
齢
化
と
、
若
者
を
は
じ

め
と
す
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
建
設
現
場
の
特
性

　

国
土
交
通
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
建

設
現
場
に
は
三
つ
の
特
性
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
一
品
受
注

生
産
」、「
現
地
屋
外
生
産
」、「
労
働
集

約
型
生
産
」
で
す
。
こ
の
た
め
、
製
造

業
等
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「
セ
ル
生
産

方
式
」、「
自
動
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
」
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

i-C
onstruction

の
推
進

　

こ
う
し
た
、状
況
を
打
ち
破
る
た
め
、

建
設
現
場
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
製
造
業
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

生
産
性
向
上
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
取

り
組
み
がi-Construction

（
ア
イ
・

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的
な
活
用
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

土
工
）
等
の
施
策
を
建
設
現
場
に
導
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
査
・
測
量
か

ら
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
ま
で
の
あ

ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用

し
て
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
を
図
り
、

魅
力
あ
る
建
設
現
場
を
目
指
す
取
り
組

み
で
す
。

　

i-Construction

を
進
め
る
た
め
の
、

三
つ
の
視
点
は
、

①
建
設
現
場
を
最
先
端
の
工
場
へ

　

近
年
の
衛
星
測
位
技
術
等
の
進
展
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
、
屋
外
の
建
設
現
場

に
お
い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
生
産
管
理
が
実
現
。

②
建
設
現
場
へ
最
先
端
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
導
入

　

鉄
筋
の
プ
レ
ハ
ブ

化
等
に
よ
る
建
設
現

場
の
生
産
工
程
等
と

一
体
化
し
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
管
理

の
実
現
。

③
建
設
現
場
の
２
つ

の
「
キ
セ
イ
」
の
打

破
と
継
続
的
な
「
カ

イ
ゼ
ン
」

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
阻
害
し
て
い
る
、

書
類
に
よ
る
納
品
な

ど
の
「
規
制
」
や
年

度
末
に
工
期
を
設
定

す
る
な
ど
の
「
既

成
概
念
」
の
打
破
、

で
す
。
こ
れ
ら
を

具
体
的
に
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、

平
成
29
年
１
月
30
日
に
は
推
進
組
織

「i-Construction

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
事
業
内
容
は
、

①
最
新
技
術
の
現
場
導
入
の
た
め
の
新

技
術
発
掘
や
企
業
間
連
携
促
進

②
３
次
元
デ
ー
タ
利
活
用
促
進
の
た
め

の
デ
ー
タ
標
準
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化

③i-Construction

の
海
外
展
開

④
そ
の
他
、i-C

onstruction

の
推
進

に
資
す
る
取
り
組
み
で
す
。

i-C
onstruction

に
よ
り

変
わ
る
建
設
現
場

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
建
設
現
場
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
建
設
現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的

出所：国土交通省ホームページ
www.mlt.go.jp/tec/tec mm 000008.html

出所：総務省 労働力調査を基に当社作成
（注）平成23年データは、東日本大震災の影響により当社推計値

出所：国土交通省ホームページ
www.mlt.go.jp/tec tk 000028.html



な
活
用
」
に
よ
り
国
が
、
従
来
よ
り
取

組
ん
で
き
た
二
つ
の
施
策
が
、「
情
報

化
施
工
」
と
「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（Construction 

Inform
ation M

odeling/M
anagem

ent

）」

で
す
。

　
「
情
報
化
施
工
」
と
は
、
建
設
事
業

の
調
査
、
設
計
、
施
工
、
監
督
・
検
査
、

維
持
管
理
と
い
う
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス

の
う
ち
「
施
工
」
に
注
目
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
よ
り
各
プ
ロ
セ
ス
か
ら
得

ら
れ
る
電
子
情
報
を
活
用
し
て
高
効

率
・
高
精
度
な
施
工
を
実
現
し
、
さ
ら

に
施
工
で
得
ら
れ
る
電
子
情
報
を
他
の

プ
ロ
セ
ス
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
お
け
る
生

産
性
の
向
上
や
品
質
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
」
と
は
、
計
画
・
調
査
・

設
計
段
階
か
ら
３
次
元
モ
デ
ル
を
導
入

し
、
そ
の
後
の
施
工
、
維
持
管
理
の
各

段
階
に
お
い
て
も
３
次
元
モ
デ
ル
に
連

携
・
発
展
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
事
業
全
体

に
わ
た
る
関
係
者
間
で
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
連
の
建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る
も

の
で
す
。

　

国
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
含
め
て
工

事
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
全
体
的
・
包
括

的
に
と
ら
え
た
う
え
で
、
ド
ロ
ー
ン
や

３
次
元
測
量
デ
ー
タ
、
無
人
化
・
自
動

化
施
工
技
術
な
ど
、
従
来
よ
り
も
幅
広

く
技
術
の
活
用
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
現
場
は
ど
う
変
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
、
先
述
の
第
１
回
未
来
投

資
会
議
に
出
席
さ
れ
、「
建
設
現
場
の

生
産
性
向
上
に
つ
い
て
：
モ
ノ
づ
く
り

の
視
点
で
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
コ
マ
ツ　
（
株
式
会
社
小
松

製
作
所
）
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
マ
ツ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

施
工
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
活
用
し
た

「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

　

建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
コマ
ツ
は
国
土

交
通
省
が
推
進
す
る「i-Construction

」

に
対
応
す
る「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン（SM

ARTCONSTRUCTION

）」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ス
マ
ー

ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
現
場
を
ど

う
変
え
る
の
か
を
、「
コ
マ
ツ
Ｉ
ｏ
Ｔ

セ
ン
タ
近
畿
」
で
の
説
明
会
に
参
加
し

お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
説
明
会

で
は
、

①i-Construction

（
ア
イ
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
）に
も
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
を
解
説
。

②
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
見
学

ド
ロ
ー
ン
測
量
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
が
実
際

に
施
工
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
学
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
試
乗

実
際
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
操
作
し
、
優
れ

た
操
作
性
を
実
感
で
き
る
体
験
試
乗

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
「
見
て
」 「
触
れ
て
」 

「
動
か
し
て
」
体
感
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

同
社
は
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
「
労
働
力
不
足
や
オ
ペ
レ
ー
タ

の
高
齢
化
、 

安
全
や
コ
ス
ト
・
工
期
に

関
わ
る
現
場
の
課
題
を
、
お
客
様
と
と

も
に
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
現
場
全
体
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
有
機
的
に

つ
な
ぐ
こ
と
で 

生
産
性
を
大
幅
に
向
上
。

そ
ん
な
『
未
来
の
現
場
』
を
創
造
し
て

い
く
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
測
量
↓
施
工
計
画
作
成
↓
Ｉ

Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
る
施
工
↓
完
成
後
と
い

う
一
連
の
流
れ
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
測
量

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
か
ら
の
現
況

測
量
を
行
い
、
ド
ロ
ー
ン
が
撮
影
し
た

デ
ー
タ
か
ら
、
工
事
現
場
の
３
Ｄ
デ
ー

タ
を
作
成
し
ま
す
。
人
の
手
作
業
に
よ

る
測
量
な
ら
一
日
が
か
り
の
仕
事
が
数

時
間
で
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
デ
ー
タ
を
送
る

　

同
社
が
開
発
し
た
ク
ラ
ウ
ド
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「K

om
Connect

」
を
利

用
し
て
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
に
送
り
ま
す
。

飛
行
か
ら
24
時
間
後
に
は
３
次
元
デ
ー

タ
に
な
り
ま
す
。

■
施
工
計
画

　

次
に
施
工
完
成
図
面
の
３
次
元
化
を

行
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
測
量
デ

ー
タ
と
、
施
工
完
成
図
面
の
二
つ
を
重

ね
て
、
切
土
（
ど
の
く
ら
い
の
土
を
切
り

取
る
か
）、
盛
土
（
ど
の
く
ら
い
の
土

を
盛
る
か
）の
必
要
量
が
わ
か
り
ま
す
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
る
施
工

　

三
次
元
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
完
成
図
面

デ
ー
タ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
送
り
自
動
制 ドローン計測終了後、現場の現況を３次元データ化します

i-Construction型工事現場を示す看板



御
さ
れ
た
施
工
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

（GPS
+
GLO

N
A
SS

）
ア
ン
テ
ナ
が

搭
載
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
＝
全

地
球
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
補

正
情
報
か
ら
得
た
バ
ケ
ッ
ト
刃
先
の
位

置
情
報
を
デ
ー
タ
に
照
合
し
な
が
ら
、

設
計
面
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
操
作
が
制

御
さ
れ
ま
す
。
バ
ケ
ッ
ト
の
刃
先
が
設

計
面
に
達
す
る
と
自
動
的
に
停
止
、
ま

た
、
ア
シ
ス
ト
機
能
で
刃
先
が
設
計
面

に
沿
っ
て
動
く
た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
掘
り
過
ぎ
を
気
に
せ
ず
に
掘
削
作
業

が
行
え
ま
す
。
本
来
、
熟
練
の
オ
ペ
レ

ー
タ
に
し
か
で
き
な
い
操
作
が
初
心
者

で
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来

施
工
と
比
べ
て
衛
星
測
位
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
掘
削
の
目
印
と
な
る
丁
張
り

や
検
測
な
ど
の
作
業
工
程
を
大
幅
に
削

減
で
き
る
た
め
、施
工
効
率
が
向
上
し
、

機
械
周
辺
で
作
業
を
補
助
す
る
人
員
の

削
減
も
可
能
と
な
り
現
場
の
安
全
向
上

に
も
寄
与
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
で
の
位
置
把
握
に
加
え
、

建
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
ス
テ
レ
オ
カ

メ
ラ
で
現
場
を
撮
影
し
た
３
Ｄ
デ
ー
タ

も
「K

om
Connect

」
に
よ
り
転
送
さ

れ
、
そ
の
日
の
工
事
の
出
来
高
等
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視
化
さ
れ
、
離
れ
た

オ
フ
ィ
ス
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
と
も
デ
ー

タ
が
共
有
さ
れ
ま
す
。

■
完
工
後
の
施
工
デ
ー
タ
活
用

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で
施
工
し
た
情
報
は
、 

工
事
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
、 

す
べ
て

の
情
報
がK

om
Connect

に
蓄
積
さ

れ
ま
す
。
将
来
は

納
品
図
書
作
成
や

災
害
発
生
時
な

ど
、 

必
要
な
と
き

に
顧
客
や
関
係
者

へ
の
提
供
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、

「
建
設
現
場
が
最

先
端
の
工
場
に
変

わ
る
」
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

お
わ
り
に

　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
活

用
し
た
衛
星
測
位

技
術
×
ド
ロ
ー
ン

×
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に

よ
り
、
工
事
現
場

が
製
造
業
の
生
産
工
場
で
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
技
術
の
か
け
あ
わ
せ
は
、

屋
外
で
の
作
業
が
中
心
と
な
る
農
業
や

林
業
等
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
衛
星
測
位
技
術
の
活
用
の
前
提

と
な
る
米
国
の
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
補
完
す
る
日
本
の
準

天
頂
衛
星
「
み
ち
び
き
」
に
つ
い
て
、

現
在
の
２
機
か
ら
４
機
と
す
る
計
画
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
現
す
れ
ば
３
機
が

交
代
で
日
本
上
空
に
滞
留
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
測
位
の
精
度

が
最
高
で
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
用
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
で
一
番
印
象
に
残
っ
た

の
は
、「
お
客
様
の
土
木
工
事
現
場
の

労
働
力
不
足
を
ど
う
や
っ
て
解
決
す
る

か
を
つ
ね
に
考
え
て
き
ま
し
た
、
そ
の

結
果
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
い

う
か
た
ち
と
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
続

け
た
こ
と
が
、
既
成
概
念
の
打
破
と
改

善
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長　

楢
舘
孝
寿
）
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試乗したICT建機。転送された３次元設計データ
により自動制御され、コントロールボックス（ICT専
用モニタ）を確認しながらスムーズに作業が可能

ICT建機のGNSS受信アンテナ

最新の３次元地形データをもとに正確な進捗状況が分かります


